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回次
第97期

第２四半期
連結累計期間

第98期
第２四半期
連結累計期間

第97期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 （百万円） 65,933 77,519 144,757

経常利益 （百万円） 4,374 6,861 11,999

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 2,330 4,418 7,282

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 4,560 4,240 15,272

純資産 （百万円） 132,558 145,269 142,951

総資産 （百万円） 177,760 197,684 195,723

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 105.70 200.37 330.34

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 73.2 72.3 71.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 10,130 6,834 22,300

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △5,889 △5,580 △12,498

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △660 △3,457 △4,146

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 20,967 21,562 23,647

回次
第97期

第２四半期
連結会計期間

第98期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 38.09 100.86

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の［主要な経営指標等の推移］については記

載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３. 株主資本において自己株式として計上されている取締役等を受益者とする信託が保有する当社株式は、１株

当たり四半期(当期)純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による経済活動の制限が続く

なか、個人消費は一進一退の状態にあり、輸出は増加基調が持続しているものの、インバウンド需要は低迷が長期化

するなど依然として厳しい状況が続いております。世界経済においては、中国は景気拡大に頭打ち感が見られるもの

の、米国・欧州はワクチン接種の進展による経済活動制限の緩和を受け景気が回復基調にあります。

　化学業界におきましては、為替相場は米国の金融緩和政策の縮小開始時期に対する思惑が交錯するなど一進一退の

状態にあり、原料価格は原油価格の上昇や需要回復により上昇傾向にあるなど、事業環境は依然として予断を許さな

い状況にあります。

　このような環境下における当第２四半期連結累計期間の売上高は775億１千９百万円(前年同期比17.6％増)となりま

した。利益面では、売上高の増加などにより、営業利益は59億１千８百万円(前年同期比28.7％増)、経常利益は持分

法による投資利益の増加などにより68億６千１百万円(前年同期比56.9％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は

44億１千８百万円(前年同期比89.6％増)となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

＜生活・健康産業関連分野＞

　生活産業関連分野は、ポリエチレングリコールが国内外ともに売り上げを伸ばし、また製紙関連薬剤が回復したこ

とにより、売上高は大幅に増加しました。

　健康産業関連分野は、高吸水性樹脂が主力の中国市場において顧客での急激な生産調整により一時的に販売が落ち

込み、売上高は減少しました。

　以上の結果、当セグメントの売上高は260億１千７百万円(前年同期比0.9％増)、営業利益は５億４千６百万円(前年

同期比64.5％減)となりました。

＜石油・輸送機産業関連分野＞

　石油・輸送機産業関連分野は、自動車内装表皮材用ウレタンビーズの販売が横ばいとなりましたが、自動車シート

などに使われるポリウレタンフォーム用原料、潤滑油添加剤が好調に推移し、売上高は大幅に増加しました。

　以上の結果、当セグメントの売上高は202億７千３百万円(前年同期比27.9％増)、営業利益は18億３千５百万円(前

年同期比65.2％増)となりました。

＜プラスチック・繊維産業関連分野＞

　プラスチック産業関連分野は、主力の永久帯電防止剤が引き続き好調に推移したことに加え、塗料コーティング用

薬剤・添加剤、塗料用バインダーとして使われる樹脂改質剤も海外向けの需要が回復し、売上高は大幅に増加しまし

た。

　繊維産業関連分野は、炭素繊維用薬剤が売り上げを伸ばし、また自動車に使われる合成皮革・弾性繊維用ウレタン

樹脂、タイヤコード糸等の製造時に使用される油剤の販売が好調に推移し、売上高は大幅に増加しました。

　以上の結果、当セグメントの売上高は127億４千９百万円(前年同期比34.3％増)、営業利益は18億４千１百万円(前

年同期比86.1％増)となりました。

＜情報・電気電子産業関連分野＞

　情報産業関連分野は、重合トナー用ポリエステルビーズの販売が横ばいとなりましたが、粉砕トナー用バインダー

の販売が好調に推移し、売上高は大幅に増加しました。

　電気電子産業関連分野は、ディスプレイ用樹脂の販売が大幅に増加し、売上高は好調に推移しました。

　以上の結果、当セグメントの売上高は98億９千２百万円(前年同期比20.7％増)、営業利益は９億９千１百万円(前年

同期比73.5％増)となりました。
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＜環境・住設産業関連分野他＞

　環境産業関連分野は、高分子凝集剤用のカチオンモノマーが売り上げを伸ばし、売上高は好調に推移しました。

　住設産業関連分野は、国内外の需要が回復し、建築シーラント用原料および家具・断熱材などに用いられるポリウ

レタンフォーム用原料の販売がともに好調に推移し、売上高は大幅に増加しました。

　以上の結果、当セグメントの売上高は85億８千６百万円(前年同期比29.9％増)、営業利益は７億３百万円(前年同期

比81.8％増)となりました。

　当第２四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。

　総資産は、前連結会計年度末に比べて19億６千１百万円増加し1,976億８千４百万円となりました。

　また、純資産は前連結会計年度末に比べて23億１千７百万円増加し1,452億６千９百万円となり、自己資本比率は前

連結会計年度末から0.5ポイント上昇し72.3％となりました。

(2)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末残高と比

較し20億８千５百万円減少（前年同期は29億５千７百万円増加）し、当第２四半期連結会計期間末残高は215億６千２

百万円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動による資金の増加は、68億３千４百万円(前年同期は101億３千万円の増加)となりました。これは、税金等

調整前四半期純利益64億３千万円、減価償却費47億５千８百万円、仕入債務の増加27億９千１百万円などによる資金

の増加が、棚卸資産の増加30億３千９百万円、売上債権の増加14億２千６百万円、法人税等の支払額14億８千４百万

円などによる資金の減少を上回ったことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動による資金の減少は、55億８千万円(前年同期は58億８千９百万円の減少)となりました。これは、固定資

産の取得に43億２千３百万円を支出したことなどによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動による資金の減少は、34億５千７百万円(前年同期は６億６千万円の減少)となりました。これは配当金の

支払額17億６千２百万円、短期借入金の減少７億円（純額）、長期借入金の返済による支出７億円などによる資金の

減少によるものです。

(3）重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

(5)研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は27億８千５百万円となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 51,591,200

計 51,591,200

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在発行数（株）
　（2021年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,534,752 23,534,752
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 23,534,752 23,534,752 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

年月日
発行済株式
総数増減数

（千株）

発行済株式
総数残高

（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

2021年７月１日～ 

2021年９月30日
－ 23,534 － 13,051 － 12,191

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

豊田通商株式会社 名古屋市中村区名駅４－９－８ 4,286 19.38

東レ株式会社 東京都中央区日本橋室町２－１－１ 3,826 17.30

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口)
東京都港区浜松町２－11－３ 1,640 7.42

株式会社日本触媒 大阪市中央区高麗橋４－１－１ 1,105 5.00

ＥＮＥＯＳホールディングス株式会

社
東京都千代田区大手町１－１－２ 1,061 4.80

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１－８－12 971 4.39

三洋化成従業員持株会 京都市東山区一橋野本町11－１ 527 2.38

GOVERNMENT OF NORWAY

(常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

BANKPLASSEN 2,  0107 OSLO 1 OSLO 0107 

NO

(東京都新宿区新宿６－27－30）

332 1.50

株式会社日本カストディ銀行（信託

口９）
東京都中央区晴海１－８－12 308 1.39

DFA INTL SMALL CAP VALUE 

PORTFOLIO

（常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

PALISADES WEST 6300,BEE CAVE ROAD 

BUILDING ONE AUSTIN TX 78746 US

（東京都新宿区６－27－30）

189 0.86

計 － 14,248 64.43

（５）【大株主の状況】

　（注）１．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）1,640,700株、株式会社日本カストディ銀行（信託口）

971,400株及び株式会社日本カストディ銀行（信託口９）308,400株は、信託業務に係る株式であります。

２．上記の大株主の状況には、自己株式1,418,317株は含まれておりません。

３．取締役等に対する株式報酬制度の導入により設定された、当社の取締役等を受益者とする信託が保有する当

社株式56,600株は、株式会社日本カストディ銀行（信託口）の所有株式数971,400株に含まれており、自己

株式1,418,317株には含まれておりません。
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2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,418,300 － 単元株式数 100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,051,200 220,512 同上

単元未満株式 普通株式 65,252 － －

発行済株式総数 23,534,752 － －

総株主の議決権 － 220,512 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）取締役等に対する株式報酬制度の導入により設定された取締役等を受益者とする信託が保有する株式56,600株は

「完全議決権株式（その他）」欄に含まれており、「完全議決権株式（自己株式等）」欄には含まれておりませ

ん。

2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

三洋化成工業㈱
京都市東山区一橋野

本町11番地の１
1,418,300 － 1,418,300 6.03

計 － 1,418,300 － 1,418,300 6.03

②【自己株式等】

（注）所有株式数には、取締役等に対する株式報酬制度の導入により設定された取締役等を受益者とする信託が保有する

株式56,600株は含まれておりません。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,647 21,562

受取手形及び売掛金 40,144 41,543

電子記録債権 1,370 1,468

商品及び製品 14,253 15,544

半製品 3,693 4,486

仕掛品 386 466

原材料及び貯蔵品 4,301 5,254

その他 1,576 1,518

貸倒引当金 △33 △31

流動資産合計 89,340 91,814

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,768 17,509

機械装置及び運搬具（純額） 28,264 28,030

土地 8,832 8,797

建設仮勘定 3,724 3,176

その他（純額） 2,666 2,482

有形固定資産合計 61,255 59,995

無形固定資産

ソフトウエア 1,330 1,283

その他 2,254 2,730

無形固定資産合計 3,585 4,013

投資その他の資産

投資有価証券 31,798 31,812

長期貸付金 2,937 3,777

繰延税金資産 368 358

退職給付に係る資産 2,270 2,310

その他 4,195 3,629

貸倒引当金 △29 △29

投資その他の資産合計 41,541 41,860

固定資産合計 106,382 105,870

資産合計 195,723 197,684

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 17,903 19,698

電子記録債務 4,448 5,510

短期借入金 6,874 6,122

１年内返済予定の長期借入金 1,400 1,400

未払費用 4,376 4,106

未払法人税等 1,352 1,669

賞与引当金 2,178 2,117

役員賞与引当金 100 60

営業外電子記録債務 952 996

工場閉鎖損失引当金 167 60

その他 6,468 5,151

流動負債合計 46,222 46,893

固定負債

長期借入金 1,000 300

繰延税金負債 3,682 3,523

株式報酬引当金 315 315

退職給付に係る負債 28 26

その他 1,522 1,356

固定負債合計 6,548 5,522

負債合計 52,771 52,415

純資産の部

株主資本

資本金 13,051 13,051

資本剰余金 13,243 13,243

利益剰余金 106,662 109,311

自己株式 △5,848 △5,779

株主資本合計 127,109 129,827

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,069 10,519

為替換算調整勘定 1,802 1,989

退職給付に係る調整累計額 493 519

その他の包括利益累計額合計 13,364 13,028

非支配株主持分 2,477 2,412

純資産合計 142,951 145,269

負債純資産合計 195,723 197,684
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 65,933 77,519

売上原価 51,056 60,400

売上総利益 14,876 17,118

販売費及び一般管理費 ※ 10,276 ※ 11,199

営業利益 4,599 5,918

営業外収益

受取利息 55 68

受取配当金 327 388

不動産賃貸料 68 66

為替差益 － 97

持分法による投資利益 － 382

その他 104 115

営業外収益合計 555 1,117

営業外費用

支払利息 32 23

不動産賃貸原価 27 26

棚卸資産廃棄損 75 33

為替差損 167 －

持分法による投資損失 374 －

その他 102 91

営業外費用合計 780 174

経常利益 4,374 6,861

特別利益

投資有価証券売却益 － 13

受取保険金 30 14

特別利益合計 30 28

特別損失

固定資産除却損 475 459

その他 15 －

特別損失合計 491 459

税金等調整前四半期純利益 3,914 6,430

法人税等 1,363 1,795

四半期純利益 2,550 4,634

非支配株主に帰属する四半期純利益 219 216

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,330 4,418

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 2,550 4,634

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,731 △549

為替換算調整勘定 246 128

退職給付に係る調整額 33 26

その他の包括利益合計 2,010 △394

四半期包括利益 4,560 4,240

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,336 4,082

非支配株主に係る四半期包括利益 224 158

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,914 6,430

減価償却費 4,731 4,758

固定資産除却損 475 459

賞与引当金の増減額（△は減少） △90 △62

退職給付に係る資産負債の増減額(△は減少） 23 △1

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △63 △40

株式報酬引当金の増減額（△は減少） 65 71

受取利息及び受取配当金 △382 △456

支払利息 32 23

持分法による投資損益（△は益） 374 △382

投資有価証券売却損益（△は益） － △13

売上債権の増減額（△は増加） 6,760 △1,426

棚卸資産の増減額（△は増加） 125 △3,039

仕入債務の増減額（△は減少） △4,900 2,791

その他 △499 △1,251

小計 10,567 7,861

利息及び配当金の受取額 447 481

利息の支払額 △33 △23

法人税等の支払額 △851 △1,484

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,130 6,834

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △4,731 △4,323

有形固定資産の売却による収入 3 －

投資有価証券の取得による支出 △102 △202

投資有価証券の売却による収入 － 21

長期貸付けによる支出 △337 △1,027

長期貸付金の回収による収入 0 291

その他 △721 △338

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,889 △5,580

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,856 △700

長期借入金の返済による支出 △700 △700

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △2

配当金の支払額 △1,540 △1,762

非支配株主への配当金の支払額 △220 △223

その他 △55 △68

財務活動によるキャッシュ・フロー △660 △3,457

現金及び現金同等物に係る換算差額 △80 117

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,498 △2,085

現金及び現金同等物の期首残高 18,009 23,647

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物

の増減額（△は減少）
△652 －

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
111 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 20,967 ※ 21,562

（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の影響に関する会計上の見積りについて）

　当第２四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の影響に関する会

計上の見積りについて、前事業年度の有価証券報告書に記載した内容から重要な変更はありません。

　前第２四半期連結累計期間
（自  2020年４月１日

　　至  2020年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自  2021年４月１日

　　至  2021年９月30日）

運送費・保管料 2,669百万円 3,013百万円

給与・報酬 1,841 1,885

役員賞与繰入額 44 55

従業員賞与 624 621

退職給付費用 122 124

福利厚生費 534 581

減価償却費 221 235

研究開発費 2,588 2,785

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間
     （自  2020年４月１日

　　       至  2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
     （自  2021年４月１日

　　       至  2021年９月30日）

現金及び預金勘定 20,967百万円 21,562百万円

現金及び現金同等物 20,967 21,562

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

　　のとおりであります。
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（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月３日

取締役会
普通株式 1,548 70.0 2020年３月31日 2020年６月５日 利益剰余金

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月６日

取締役会
普通株式 1,548 70.0 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月20日

取締役会
普通株式 1,769 80.0 2021年３月31日 2021年６月２日 利益剰余金

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月５日

取締役会
普通株式 1,879 85.0 2021年９月30日 2021年12月１日 利益剰余金

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年９月30日)

　　（１）配当金支払額

（注）　2020年６月３日取締役会の決議による配当金の総額には、取締役等に対する株式報酬制度の導入により設定され
た取締役等を受益者とする信託が保有する株式に対する配当金５百万円が含まれております。

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（注）　2020年11月６日取締役会の決議による配当金の総額には、取締役等に対する株式報酬制度の導入により設定され

た取締役等を受益者とする信託が保有する株式に対する配当金４百万円が含まれております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年９月30日)

　　（１）配当金支払額

（注）　2021年５月20日取締役会の決議による配当金の総額には、取締役等に対する株式報酬制度の導入により設定され
た取締役等を受益者とする信託が保有する株式に対する配当金５百万円が含まれております。

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（注）　2021年11月５日取締役会の決議による配当金の総額には、取締役等に対する株式報酬制度の導入により設定され

た取締役等を受益者とする信託が保有する株式に対する配当金４百万円が含まれております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額 合計生活・健
康産業関
連分野

石油・輸
送機産業
関連分野

プラスチッ
ク・繊維産
業関連分野

情報・電気
電子産業関

連分野

環境・住設
産業関連分

野他
計

売上高

外部顧客への売上高 25,788 15,845 9,491 8,196 6,610 65,933 － 65,933

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － － － － 33 33 △33 －

計 25,788 15,845 9,491 8,196 6,643 65,966 △33 65,933

セグメント利益 1,540 1,110 989 571 386 4,599 － 4,599

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額 合計生活・健
康産業関
連分野

石油・輸
送機産業
関連分野

プラスチッ
ク・繊維産
業関連分野

情報・電気
電子産業関

連分野

環境・住設
産業関連分

野他
計

売上高

外部顧客への売上高 26,017 20,273 12,749 9,892 8,586 77,519 － 77,519

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － － － － 38 38 △38 －

計 26,017 20,273 12,749 9,892 8,625 77,557 △38 77,519

セグメント利益 546 1,835 1,841 991 703 5,918 － 5,918

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2020年４月１日 至　2020年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）セグメント利益の合計額は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　2021年４月１日 至　2021年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）セグメント利益の合計額は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

- 15 -
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計生活・健康

産業関連分野

石油・輸送機

産業関連分野

プラスチック・

繊維産業関連

分野

情報・電気電子

産業関連分野

環境・住設

産業関連分野

他

日本 12,849 12,124 8,240 7,754 6,542 47,511

米国 － 2,352 281 7 32 2,674

中国 10,675 1,079 419 358 0 12,534

その他の地域 2,263 288 550 75 34 3,213

顧客との契約

から生じる収益
25,788 15,845 9,491 8,196 6,610 65,933

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への

売上高
25,788 15,845 9,491 8,196 6,610 65,933

（単位：百万円）

報告セグメント

合計生活・健康

産業関連分野

石油・輸送機

産業関連分野

プラスチック・

繊維産業関連

分野

情報・電気電子

産業関連分野

環境・住設

産業関連分野

他

日本 13,326 15,269 11,339 9,331 8,496 57,764

米国 － 3,157 246 47 37 3,489

中国 9,095 1,407 644 428 9 11,585

その他の地域 3,594 438 518 85 42 4,680

顧客との契約

から生じる収益
26,017 20,273 12,749 9,892 8,586 77,519

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への

売上高
26,017 20,273 12,749 9,892 8,586 77,519

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

- 16 -
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前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益 105円70銭 200円37銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
2,330 4,418

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
2,330 4,418

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,045 22,050

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている取締役等を受益者とする信託が保有する当社株式は、

１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております

（前第２四半期連結累計期間：72,114株、当第２四半期連結累計期間：65,957株）。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

2021年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　(イ）中間配当による配当金の総額……………………1,879百万円

　　(ロ）１株当たりの金額…………………………………85円00銭

　　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2021年12月１日

　　　（注）2021年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2021年11月11日

三洋化成工業株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

大　 阪　 事　 務　 所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 山　本　秀　男

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 三　戸　康　嗣

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三洋化成工業

株式会社の２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（２０２１年７

月１日から２０２１年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（２０２１年４月１日から２０２１年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三洋化成工業株式会社及び連結子会社の２０２１年９月３０日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2021年11月11日

【会社名】 三洋化成工業株式会社

【英訳名】 SANYO CHEMICAL INDUSTRIES,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　樋口　章憲

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 京都市東山区一橋野本町11番地の１

【縦覧に供する場所】 三洋化成工業株式会社　東京支社

（東京都中央区日本橋本町一丁目５番６号第10中央ビル）

三洋化成工業株式会社　大阪支社

 (大阪市中央区本町一丁目８番12号オーク堺筋本町ビル10階)

三洋化成工業株式会社　名古屋営業所

 (名古屋市中村区名駅南一丁目24番30号名古屋三井ビル本館16階)

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

【表紙】

(注)上記の東京支社、大阪支社及び名古屋営業所は、金融商品取引法に規定する縦覧場所ではありませんが、

　　投資者の便宜を考慮して、縦覧に供する場所としております。
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１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

　当社代表取締役社長　樋口　章憲は、当社の第98期第２四半期（自2021年７月１日　至2021年９月30日）の四半期

報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

２【特記事項】

　特記すべき事項はありません。
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